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バージョンアップ情報〔経理上⼿くんα ProⅡ 学校法人〕 
VERSION:26.008 

●経理上⼿くんα ProⅡ 【学校法人】VERSION:11.002 
●経理上⼿くんαクラウド ProⅡ 【学校法人】・経理上⼿くんαクラウド SE ProⅡ 【学校法人】 

VERSION:11.002 
 

当プログラムは、マイクロソフト社のサポート対応終了に伴い、Windows XP・Vista・7・8.1・10 搭載機へのインス
トールは不可となっています。 
 
 令和 8 年 6 月 2 日付け『学校法人 db における基本⾦明細書に関するご案内』についての修正 
 決算／附属明細書 

各基本⾦間の振り替えがある場合の「第○号基本⾦から振替」の表示について 
期⾸が令和 7 年 4 月 1 ⽇以後の新会計基準マスターにおいて、基本⾦明細書の各基本⾦間の振り替え
がある場合、「第○号基本⾦から振替」を「当期組入対象額」の計（「当期取崩対象額」の計）に含め
ないため、⽂部科学省通知の記載例では「前期繰越⾼」と「当期組入対象額」の間に記載されていま
すが、記載例どおりの入⼒が⾏えなかったため、修正しました。 

 
 決算 
 決算書 

①合併マスターにおいて、[F6 項目登録]の活動区分資⾦収⽀の注記タブで入⼒を⾏った⾦額が、出⼒時
に反映されていなかったのを修正しました。 

②合併マスターにおいて、[F6 項目登録]の活動区分資⾦収⽀の注記タブの「データ抽出（F11）」ボタン
を非表示にしました。 

 附属明細書 
①期⾸が令和 7 年 4 月 1 ⽇以後の新会計基準マスターにおいて、基本⾦明細書を[F6 項目登録]の「帳

票の形式︓⾏詰めする」に設定して出⼒した際、⼀部が正しく表示されない不具合を修正しました。 
 
 その他の修正を⾏いました。 
 
※詳細は、次ページからの“学校法人ｄｂ（VERSION: 11.002）の変更点” を参照してください。 
 

 
 
 
 

 

ご注意 
●他のＩＣＳシステムとマスターのやり取りを⾏われる場合は、他のＩＣＳシステム側も当改正対応プロ 

グラムのインストールを⾏い、バージョンを統一してください。 



 

2 

学校法人ｄｂ（VERSION:11.002）の変更点 

修 正 
 
Ⅰ．決算 
 

1）令和 8 年 6 月 2 日付け『学校法人 db における基本⾦明細書に関するご案内』に 
ついての修正 
各基本⾦間の振り替えがある場合の「第○号基本⾦から振替」の表示について 
 

   ①期⾸が令和 7 年 4 月 1 日以後の新会計基準マスターにおいて、基本⾦明細書の各基本⾦間の振り替
えがある場合、「第○号基本⾦から振替」を「当期組入対象額」の計（「当期取崩対象額」の計）に
含めないため、下記の記載例では「前期繰越高」と「当期組入対象額」の間に記載されていますが、
記載例どおりの入⼒が⾏えなかったため、修正しました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜出典＞ 
⽂部科学省︓令和 7 年 3 月 27 日_【通知】6 高私参第 27 号 

「学校法人会計基準の一部改正に伴う計算書類の作成等について」 
https://www.mext.go.jp/content/20250526-mxt_sigsanji-000038973_15.pdf 

 
   《現象詳細》 
    ・上記記載例通りの入⼒を⾏うために、「前期繰越高」と「当期組入対象額」の間で[Ins 項目挿入]

を⾏った場合、区分が「タイトル」に固定となっており、⾦額の入⼒が⾏えませんでした。 
 
 
 
 
 
  
   《対応内容》 
    ⑴「前期繰越高」と「当期組入対象額」の間で[Ins 項目挿入]を⾏った場合、区分の選択を「タイト

ル」または「入⼒」から選択可能となるように対応しました。 
     「入⼒」を選択することで、⾦額の入⼒が可能となり、記載例どおりの入⼒が⾏えます。 
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    ⑵追加した⾏の⾦額集計⽅法について 
     ・現状の各基本⾦の動作と同様に、第１号基本⾦と第４号基本⾦では「要組入高」と「組入高」、

第２号基本⾦と第３号基本⾦では「組入高」に⾦額を入⼒することが可能となっています。 
     ・要組入高に入⼒した⾦額は、要組入高の当期末残高に加算されます。 
     ・組入高の当期末残高は⼿入⼒またはデータ抽出で財務データから⾦額の抽出を⾏うため、組入高

に入⼒した⾦額は、組入高の当期末残高などに集計はされません。 
      ただし、出⼒や業務終了時に、入⼒画⾯上の「前期繰越高」+「第○号基本⾦から振替」+「当

期組入額（または当期取崩額）」の⾦額と当期末残高の⾦額が一致しているかの判定に使用しま
す。 

 
     ※⾦額が一致していなければ従来通り下記のメッセージを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2）決算書 
   ①合併マスターにおいて、[F6 項目登録]の活動区分資⾦収⽀の注記タブで入⼒を⾏った⾦額が、出⼒

時に反映されていなかったのを修正しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<修正前> 

<現象例> 

<修正後> 
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   ②合併マスターにおいて、[F6 項目登録]の活動区分資⾦収⽀の注記タブの「データ抽出（F11）」ボ
タンを非表示にしました。 

    合併マスターは仕訳データがないため、「データ抽出（F11）」ボタンを選択すると、すべて 0 円と
なるため、上記の対応を⾏いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3）附属明細書 
   ①期⾸が令和 7 年 4 月 1 日以後の新会計基準マスターにおいて、基本⾦明細書を［F6 項目登録］の

「帳票の形式︓⾏詰めする」に設定して出⼒した際、一部が正しく表示されない不具合を修正しまし
た。  

   《対応内容》 
    ⑴第 1 号基本⾦にて、区分︓科目の⾏にのみ⾦額の入⼒がある場合、合計⾏の当期組入額（または当

期取崩額）が表示されなかったのを修正しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ⑵第 1 号基本⾦にて、当期組入対象額（または当期取崩対象額）の計の下に、区分︓科目の⾏のみ作

成していた場合、計の下に作成した区分︓科目の⾏が表示されなかったのを修正しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<修正前> 

<修正前> 

<現象例> 

<現象例> 

<修正後> 

<修正後> 
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    ⑶合計⾏の当期組入額がマイナスの⾦額（または当期取崩額がプラスの⾦額）の場合に、⾦額が表示
されなかったのを修正しました。 

     また、合計⾏の⾦額に応じて下記のように表示名称を変更するように対応しました。 
     ・組入額にマイナスの⾦額を入⼒した場合 
      →組入額に入⼒していますが、最終的には当期取崩額となるため、合計⾏には当期取崩額を出⼒

します。 
     ・取崩額にプラスの⾦額を入⼒した場合 

→取崩額に入⼒していますが、最終的には当期組入額となるため、合計⾏には当期組入額を出⼒
します。 

     ・いずれかの基本⾦に明細があり、合計の組入額/取崩額が 0 の場合 
      →合計⾏には当期組入額のみを出⼒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ⑷区分︓組入／取崩の⾏の⾦額が 0 の場合、当期組入額の⾏が表示されなかったのを修正しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 以 上 

<現象例> 

<修正前> <修正後> 

<現象例> 

<修正前> <修正後> 


